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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日発表させていただきますのは，SSS運営をサポートしている図書館職員の有志です。
図書館には，ラーニング・コモンズ活性化のためのワーキング・グループ「ラーニング・コモンズ検討WG」が設置されています。このWGは係の枠を超えて設置されたもので，私たちはいずれも「ラーニング・コモンズ検討WG」のメンバーとしてSSSの運営に関わってきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もともと図書館は，勉強する空間であり，本や雑誌などの資料があるという，学修を支援するための施設です。学修環境充実に関わる３要素（コンテンツ，学習空間，人的支援）を集約的に機能させている（「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について」p.7）のが図書館です。それが今なぜ，あらためて図書館の学修支援なのか。
それは，大学教育の変化に伴い，これまでとは違った学修支援を求められているからです。
その中でも，図書館に大きく関わるポイントは２つあると思っています。
一つは「単位の実質化」，もう一つは「アクティブ・ラーニングへの転換の必要性」です。
そして，この「これまでとは違った学修支援」を具現化したものが「ラーニング・コモンズ」だと思っています。
ラーニング・コモンズは，2007年お茶の水女子大学でのオープンを皮切りに，全国の大学で設置がすすんでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では，徳島大学附属図書館のラーニング・コモンズについて説明します。

徳島大学附属図書館は，２００９年にリニューアル・オープンし，その時から，コンセプトとして「ラーニング・コモンズ」ということを打ち出していましたが，「ラーニング・コモンズ」という場所はなく，機能も十分ではありませんでした。
そこで，リニューアルオープン後，図書館内でラーニング・コモンズ検討WGを立ち上げ，先行大学の見学や館内での検討，教員への調査や協力要請などを行って，２０１２年１月，このようにラーニング・コモンズとしての運用を開始した，という経緯があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本来の意味での「ラーニング・コモンズ」とはつまり，学習サポートなどの人的支援があり，なおかつアクティブ・ラーニングが推進されていく場になることだと思っています。これは図書館だけでできることではありません。講義の中でアクティブ・ラーニングが取り入れられてはじめて有効に活用されていくようになります。そのため，ラーニング・コモンズの活用のためには，このような授業改善を積極的に行うFDの活動に図書館が参画することが有効だと言われています。
そこで，うちの図書館でも，FD，特に学生FDと協働を始めたのです。

ただし，この協働でどういった活動ができるか未知数だったため，最初は組織としてではなく，個人的に活動をすることとなりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SSSの課題としては，大きく５つ（「認知度を上げる」～「運営体制の安定化」まで）があげられると思います。
認知度を上げる，ということについては，広報の増強や，イベント開催などで活動状況をもっと告知する必要があると考えています。
時間割調整ですが，これは学生さんの時間割とアドバイザーの都合によりますので，もう少しアドバイザーが増えればより改善されていくと思います。
特に，学生アドバイザーについては，ボランティアでない形で雇用することを検討しているので，来年度は増強できる見込みです。
ピア・サポートルームについては，もう少しオープンで相談しやすい場所になるよう，予算要求することにしています。運営体制については，来年度，この運営チームがサポート系サークルとなることになっているので，こちらももう少し安定すると思っています。

このようにSSSについては課題が明確であり，改善策も色々とっています。
では，もっと視点を大きくして，図書館の学修支援全体という観点からみたらどうでしょうか？

私は，このような課題があると思っています。・図書館としての戦略の欠如
・教員との連携強化
・図書館職員のスキルアップ

図書館とのしての戦略の欠如，ということについては，図書館としてどのような学修支援が必要か，という議論をすることなく，とにかく担当者ができることから手当り次第やっていく，ということでここまでやってきたということです。いくつもの取り組みをばらばらに行うのではなく，それぞれの企画に繋がりをもたせ，大きなプログラムとして取り組むことで，効率的・効果的に成果を上げることができると思っています。
このようなプログラムを組むためには，教育学の知見が必須であり，先生方との連携やカリキュラムとの連携が必要だと思います。さらには，そういった内容を理解できるように，図書館職員もスキルアップする必要がある，と考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういった中，今年度，学修支援の戦略に関わる部分で２つの大きな進展がありました。それが「図書館の改革の方針」と「徳島大学機能強化プラン」です。
図書館では，大学教育の転換や，国立大学改革プランを受けて，今後図書館はどういった改革を行っていくのかを検討しました。その結果，図書館は「教育支援に軸足を置いた図書館へ転換する」という方針となりました。
具体的な取り組みとして，教学組織との連携強化，教育専門の副館長新設，図書館でのTA雇用，SSSの全学展開などが挙げられており，図書館が大学教育の流れにそった形で学修支援を行うことを明示しています。

さらに，7月に出された「徳島大学機能強化プラン」においては教育機能改革の一つとして図書館の機能強化があげられています。これは，全学的にも図書館が自主的学習の支援を行うこと場であることが認知され，期待されていることのあらわれだと考えられます。
特に，SSSの活動を念頭に置いた書きぶりとなっていますので，これはSSSの仕組みを全学的に推進していく，とお墨付きをいただいたのだと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように，全学的なプランや組織としての方針ができて，図書館が組織をあげて学修支援に取り組む素地はできました。これからは先生方や事務の方，学生さんと一緒に，どんな学生を育てたいのか，どんな教育を行っていきたいのか，どんなふうに学びたいのかという思いを共有し，アクティブ・ラーニングを推進する仕掛けを作って行けたら，それをきっかけとして徳島大学の教育の質向上に貢献していけたら，と考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
意識を共有する前提として，なぜ，図書館で学修支援なのか，図書館で学修支援を行うメリットについて改めて考えてみていただきたいと思います。
ここに書いているように，図書館で学修支援を行えば，学生・教員双方にメリットをもたらす，と私は考えます。

今，声高に教育の質向上や教育改革が叫ばれていますが，実は新たにそのための何かを作らなくても既存の学内の資源を有効に使うだけでできることがたくさんあるのではないでしょうか。特に，人のネットワークを広げることで，多大な資金を使わずできることがあります。ネットワークを組み替えるだけでも発揮できる力があると思っています。
そうやって人が繋がってできることは，自分の事となり，各人が強くコミットして取り組むようにもなると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
徳大図書館ではどんな学習支援を行うことができるでしょうか。
本日は、「図書館での学修支援企画」を一緒に考えて頂き、たくさんアイデアを出して頂きたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館には次のような特性があります。
●様々な分野の学術成果が集まっている。
●様々な分野の学生・研究者が集まる。
●他者が学習・研究している姿が見える。
●情報収集のための基盤が構築されている。
●パソコンや可動式机、イスなどの学習設備がある。

このような特性は「図書館の強み」であると思います。
この「強み」の中には，顕在化されていないもの，学内での認知度が低いものもありますが，
顕在化させ，周知していくことで，図書館が大学教育にとって有用な施設として認知され，今後さらに有効活用されることにつながると思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、先程提示したような図書館の強みを活かした学修支援を、一緒に考えて頂きたいと思います。
この後、次の５つのカテゴリーから各自、どれか１つを選び、グループで話し合っていただきますので、
どれにするか考えながらお聞きください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「学生や教員と連携」した学修支援としては、
図書館の資料展示室を利用した企画展示や
学生団体の活動報告会の開催、
Englishスペースの設置、
教員と連携した講習会
などが考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「イベント」による学修支援としては、
研究室紹介イベントや、
5分間で本をプレゼンし、チャンプ本を決めるゲームのビブリオバトル、
科学について気軽に語り合うサイエンスカフェ
などが考えられます。　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館の「資料を活用」した学修支援としては、
ブクログを利用した本の交換会や
古本市、
蔵本分館で現在行っている授業サポートナビ
などが考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「授業開発」による学修支援としては、
初年次必修科目と連携しての講義の開催や、
学部ＦＤなどと連携した「情報リテラシー授業」の開発、
実践的な課題解決学習を行う授業との連携
などが考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「共同研究」による学修支援としては、
専門的知識を活用した図書館の貴重資料の現代語訳や、
研究室と連携しての教材開発、
立体的利用案内の作成
などができたらいいなと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の５つのカテゴリーに分かれて話し合い、
図書館での学修支援企画を考えて頂きたいと思います。

どのカテゴリーにするか決まりましたでしょうか？
質問はありますか？
それでは、以上の５つから1つ選び、テーブルを移動してください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、自己紹介をして、司会者、発表者を決めてください。
それから、各グループで、「図書館での学修支援企画案」を考えてください。
お配りしている各カテゴリー毎の企画例も参考にしていただいて構いませんし、
ここにあるもの以外の企画でもいいです。

企画案を１つにしぼってから、その企画について、
◆なぜやりたいと思うのか
◆どうやったら実現できるか
◆どんな効果がありそうか
を話し合ってください。

テーブルにある模造紙、マジック、付箋などは好きに使ってください。
発表時に使用してもいいし、使用しなくても構いません。

　　時　　分から順に発表して頂きますので、それまでに内容をまとめてください。
よろしくお願いします。
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